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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 皆さん、おはようございます。 

 定刻になりましたので、ただいまから建設文教委員会を再開いたします。 

 傍聴者はおみえですか。 

議事調査課主査（鈴木 結佳理君） 

 一般傍聴人はおみえになりません。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 まず、ここで昨日の回答が少し残っておったということで、松村建設部次長兼土木課長及び中

野上下水道課課長補佐より発言の申出がありましたので、これを許可いたします。 

 初めに、松村建設部次長兼土木課長。 

建設部次長兼土木課長（松村 和浩君） 

 土木課長の松村です。よろしくお願いします。 

 過日、当建設文教委員会で飛永委員より、道路ストック点検の進捗率について回答を保留させ

ていただきました件について報告させていただきます。 

 市が管理している道路の総延長は約３８５．５キロメートルでございます。このうち令和２年

度までにストック点検を実施した道路延長は約２３３．８キロメートルになります。これより、

道路ストック点検の進捗率につきましては、約６５．２％になります。 

 続きまして、白井委員より、市が管理している橋梁の点検及び橋梁修繕計画の公表につきまし

て報告させていただきます。 

 橋梁の点検結果及び修繕計画につきましては、計画したものを市のホームページでも掲載をさ

せていただいております。ここには６１の橋梁の名称、橋を架設した年次、点検実績年、点検結

果、修繕計画等を公表させていただいております。この計画に基づいて橋梁の点検及び修繕等を

実施しています。 

 報告は以上になります。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございます。 

 次に、中野上下水道課課長補佐。 

上下水道課課長補佐（中野 知久君） 
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 上下水道課課長補佐の中野でございます。 

 昨日、当建設文教委員会で伊藤委員から御質問がございました下水道法事業計画区域内の整備

率について答弁いたします。 

 第３期の下水道法事業計画区域内は１１％の整備率になっております。全体の事業計画区域は

６２％整備しました。 

 また、昨日、都市計画法認可区域と説明しましたが、下水道法による事業計画となりますので、

訂正いたします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございました。 

 以上のとおり報告がありましたが、委員の方、よろしいでしょうか。 

 では、退席していただいて結構でございます。 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいま教育委員会の所管について審査をしていただきます。 

 それでは、最初に、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定について、所管ごとに歳

入歳出続けて説明をお願いいたします。 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和２年度歳入歳出決算書をお願いいたします。 

 歳入につきまして、教育部所管一括で御説明させていただきます。 

 決算書の２０ページ、２１ページを御覧ください。 

 中段の１４款使用料及び手数料、１項使用料、７目消防使用料、予算現額３０６万３千円、収

入済額２０７万２００円、１節消防使用料でございます。 

 続きまして、８目教育使用料、予算現額２千２００万７千円、収入済額１千３４０万７９０円、

１節幼稚園使用料から３節保健体育使用料まででございます。 

 ２４、２５ページを御覧ください。 

 一番下の１５款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、予算現額６億５千３６

４万２千円、収入済額５億６１６万２千１００円、収入未済額７千６３６万３千円です。１節小
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学校費補助金から１枚おめくりいただきまして、２６、２７ページを御覧ください。３節幼稚園

費補助金まででございます。 

 １節小学校費補助金の収入未済額７千８３万２千円につきましては、清洲東小学校の長寿命化

等改修工事に令和３年度に施工するため明許繰越したものでございます。 

 ３節幼稚園費補助金の収入未済額５５３万１千円につきましては、西枇杷島第１幼稚園公共下

水道接続工事を令和３年度に施工するため明許繰越したものでございます。 

 ３０、３１ページを御覧ください。 

 ３段目の１６款県支出金、２項県補助金、８目教育費県補助金、予算現額７千６１２万８千円、

収入済額７千４８万５０円、１節教育総務費補助金から５節中学校費補助金まででございます。 

 ３２、３３ページを御覧ください。 

 次に、一番上の３項県委託金、５目教育費委託金、予算現額４６万３千円、収入済額１３万円、

１節教育総務費委託金でキャリアスクールプロジェクト事業委託金でございます。 

 続きまして、一番下の１８款寄附金、１項寄附金、４目教育費寄附金、予算現額２３万６千円、

収入済額２３万５千円、１枚おめくりいただき、３４、３５ページを御覧ください。１節教育総

務費寄附金と２節社会教育費寄附金でございます。 

 次に、その下の１９款繰入金、２項基金繰入金、１目基金繰入金、予算現額１０億４千７００

万円、収入済額１０億４千７００万円、１節基金繰入金で、備考欄一番下の義務教育施設整備基

金繰入金で１億４千７００万円が教育部所管分でございます。清洲東・桃栄小学校長寿命化工事

の設計、星の宮小学校長寿命化等改修工事及び新川中学校の公共下水道接続工事と体育館屋根防

水改修工事に充当したものでございます。 

 ３６、３７ページを御覧ください。 

 ２１款諸収入、５項雑入、２目雑入、予算現額５億８千５５８万８千円、収入済額５億６千２

７１万８千４９４円、１ページおめくりいただきまして、３８、３９ページを御覧ください。下

から２段目、２目雑入のうち９節教育費雑入、収入済額３億７７１万１千６９円でございます。

収入未済額４８９万４千６２３円は、学校給食費でございます。現年度が９８万１６６円、過年

度分が３９１万４千４５７円となっております。 

 ２２款市債、１枚おめくりいただき、４０、４１ページを御覧ください。１項市債、２目教育

債、予算現額８億４千７００万円、収入済額５億１千８００万円、１節小学校債から４節中学校

債まででございます。 
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 １節小学校債は、星の宮小学校の長寿命化等改修工事と８校の校内高速ＬＡＮ環境整備工事に

充当したものでございます。 

 ２節社会教育債は、清洲市民センターの電気設備改修工事、春日公民館空調改修工事に、３節

保健体育債は、アルコ清洲エレベータ改修工事等とカルチバ新川ろ過装置更新工事にそれぞれ充

当いたしました。 

 ４節中学校債につきましては、新川中学校の長寿命化等改修工事と４校の校内高速ＬＡＮ環境

整備工事に充当したものでございます。 

 以上が、教育部所管の歳入でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 引き続き、歳出につきまして、衛生費及び消防費に係る生涯学習課所管分を説明させていただ

きます。 

 ７０、７１ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、３目環境衛生費、予算現額１４億３９万５千円、支出済額１２

億７千２９６万１千４２２円、８節旅費から２２節償還金、利子及び割引料まででございます。 

 そのうち生涯学習課所管分は備考欄を御覧いただきまして、下から５行目の一場公民館整備費

２億７千２９８万９千６１２円、朝日公民館整備費６千３２３万５千１５０円でございます。 

 続きまして、８６、８７ページを御覧ください。 

 ９款消防費、１項消防費、４目防災対策費でございます。予算現額９千１５２万９千円、支出

済額８千３０１万５千３１４円、１節報酬から１ページおめくりいただき、８８、８９ページを

御覧ください。１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 そのうち生涯学習課所管分につきましては、申し訳ございません、１ページお戻りいただきま

して、８６、８７ページを御覧ください。備考欄の上から６行目でございます。東海豪雨２０年

費４千４００円でございます。 

 衛生費及び消防費に係る生涯学習課所管分は以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 
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学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。 

 引き続き、学校教育課所管分を説明させていただきます。 

 ８８、８９ページを御覧ください。 

 １０款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、予算現額２２６万６千円、支出済額２１

４万３千２５８円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 次に、２目事務局費、予算現額５億４２３万円、支出済額４億７千３２５万２千８６４円、１

節報酬から１枚おめくりいただきまして、９０、９１ページを御覧ください。２２節償還金、利

子及び割引料まででございます。 

 次に、２項小学校費、１目学校管理費、予算現額１７億３千８８８万５２６円、支出済額１２

億７千２１９万１千３４７円、繰越明許費２億５千６６７万４千円、１節報酬から１８節負担金、

補助及び交付金まででございます。 

 小学校整備費のうち令和元年度からの繰越事業といたしましては、小学校８校の校内高速ＬＡ

Ｎ環境整備工事の設計監理委託料と工事費、古城小学校の長寿命化等改修工事監理委託料と工事

費でございます。なお、繰越明許費は、令和２年度、国の補正予算を受け、国庫補助金が交付決

定されたことにより、３月議会にて繰越明許費補正を認めていただき、本年度施工しております

清洲東小学校の長寿命化等改修工事の監理委託料と工事費でございます。 

 次に、一番下の段、２目教育振興費、予算現額１億２千６９８万３千４７４円、支出済額１億

１千２９８万５千６３５円、１枚おめくりいただきまして、９２、９３ページを御覧ください。

７節報償費から１９節扶助費まででございます。 

 次に、中段の３項中学校費、１目学校管理費、予算現額１０億２８７万８千９９０円、支出済

額８億１千７６万６千６６円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 中学校整備費のうち令和元年度からの繰越事業としましては、中学校４校の校内高速ＬＡＮ環

境整備工事の設計監理委託料と工事費、新川中学校の長寿命化等改修工事監理委託料と工事費で

ございます。 

 次に、下段の２目教育振興費、予算現額４千７５３万１千９１０円、支出済額３千４７２万６

千９３５円、７節報償費から１枚おめくりいただきまして、９４、９５ページを御覧ください。

１９節扶助費まででございます。 

 次に、４項幼稚園費、１目幼稚園管理費、予算現額９千３７１万８千円、支出済額７千２８５
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万４千８４３円、繰越明許費１千６５９万５千７００円、１節報酬から１８節負担金、補助及び

交付金まででございます。 

 繰越明許費は、令和２年度、国の補正予算を受け、国庫補助金が交付決定されたことにより、

３月議会にて繰越明許費補正を認めていただき、本年度施工しております西枇杷島第１幼稚園の

公共下水道接続工事の監理委託料と工事費でございます。 

 学校教育課所管分は以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 引き続き、生涯学習課所管分を説明させていただきます。 

 ５項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。予算現額１億２千６４１万３千円、支出

済額１億２千４７７万３千６３８円、１節報酬から１ページおめくりいただき、９６、９７ペー

ジを御覧ください。１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 次に、２項公民館費です。予算現額２億６千３４１万３千円、支出済額２億６千２３５万７千

４６６円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 次に、３目文化財保護費です。予算現額１千４０６万７千円、支出済額１千３０５万８千４９

５円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 次に、４目社会教育施設費です。予算現額１億８千６３２万２千円、支出済額１億８千４８０

万３千５５２円、１節報酬から１枚おめくりいただき、９８、９９ページを御覧ください。１７

節備品購入費まででございます。 

 生涯学習課所管分は以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 生涯学習課に引き続き、スポーツ課所管分を説明させていただきます。 

 ６項保健体育費、１目保健体育総務費、予算現額７千１７１万円、支出済額６千６９７万４千

４１４円、１節報酬から１８節負担金、補助及び交付金まででございます。 
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 ２目体育施設費、予算現額４億６千４８４万９千円、支出済額４億４千７１９万７５６円、１

節報酬から１ページおめくりいただきまして、２１節補償、補填及び賠償金まででございます。 

 スポーツ課所管分は以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田でございます。 

 引き続き、１００、１０１ページ、学校給食センター管理事務所の所管分を説明いたします。 

 ３目給食センター費、予算現額５億８千６６６万７千円、支出済額５億７千３３８万３千１４

８円、１節報酬から２１節補償、補填及び賠償金まででございます。 

 教育部の所管の歳出は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 

 まず、歳入のほうの２０ページ、２１ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 なければ、次、２４、２５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 次、２６、２７ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 次、飛びまして、３０、３１ページ。 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 山内です。 

 教育費県補助金のところで、スクールサポートスタッフについてお伺いします。 

 指導体制の確保として、各学校にスクールサポートスタッフが配置されていると思うのですけ
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れども、その数と今の主な仕事内容を教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 各校に予算枠として１名ずつ配当しております。 

 主な業務といたしましては、教室内の環境や共有エリアの清掃業務等であります。用務員とも

協力しながら、学校施設内のコロナ対策に努めました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 現在、コロナ対応やオンライン導入って教師の負担というのが非常に増えてると思うんですけ

ども、その数で教員のフォローというのは足りてるのでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 吉野でございます。 

 足りておるというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 十分な人数を確保されているということなんですけれども、くれぐれも現場職員の疲弊につな

がらないように適正な配置をお願いいたします。 

 もう１点、今、学校で陽性者が出た場合、消毒作業をされていると思うんですけれども、誰が

どのような作業をしているか、また、消毒する範囲、これも分かれば教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤教育部長。 
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教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 消毒作業につきましては、大きく３つに分かれると思います。 

 まず、非常に広範囲な場所が必要となった場合は業者のほうの委託であるとか、中程度といい

ますか、複数の教室であったり、体育館とか必要であった場合につきましては、今現在、市の非

常配備班というところで９班あるんですけども、交替制で消毒作業のほうを行っていただいてお

ります。 

 ３つ目としましては、学校の教職員において、軽微な消毒で済む場合は教職員で実施をしてお

ります。 

 範囲でございます。範囲につきましては、概ね国の指針では、菌はマックス７２時間で不活性

化すると言われております。そういったことを考慮して、陽性者が行動した範囲を特定し、保健

所等との相談に基づいて、消毒する場所というのを決めております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 今、中ぐらいの範囲であれば市の職員、そして狭いときは学校教職員の方が作業されていると

いうことなんですけども、担当される方が感染予防として行っていることって、服装とか、何か

あったら教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 今、概ね範囲で３つの方法を申し上げました。今、実は業者委託ということはほぼやっており

ません。昨年度は特にきちっとした防護服を着てやっていただきました。その消毒の内容が概ね

分かってまいりましたので、市の非常配備班であったり教職員ということで、そのときの時間的

な問題とかいろいろ考慮して判断しております。 

 体制としましては、ちゃんとした防護服ではないんですけども、かっぱのような体を防護して、

できる限り実施をしております。消毒をする人間の感染予防ということで体制を整えてやってお

ります。 
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 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 そして、広範囲なのか中範囲なのか狭い範囲なのかというのは保健所が指定されるのか、それ

とも各学校の判断で、消毒の範囲というのを決めるのはどちらがされているんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 先ほど申しました、その感染者の行動範囲がどこを動いたかというのは学校現場しか分かりま

せんので、学校のほうである程度ピックアップをしていただきます。それで地図に落としまして、

ここが行動範囲だったということを保健所のほうにも見せるなりして、最終的に決めております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 ２次災害を防ぐためと作業員の方の感染を防ぐためにも十分注意して作業していただきたいと

思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、今の３０、３１ページ、他にございませんか。よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 では、次、３２、３３ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続きまして、３４、３５ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 ３６、３７ページ。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続いて、３８、３９ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 学校給食費の件でお尋ねします。 

 収入未済額の４８９万４千円のうちの過年度分と現年度分の御報告をいただきました。現年度

分が９８万円だということで、例年に比べると減ってきたのかなというイメージを持っておりま

す。これは何年か前に徴収の方法を学校の先生がしていたものを変えて徴収を今、多分している

と思うんですけども、そういったことの現状を御報告いただきたいのと、過年度分というのは相

変わらずこれがあるなというイメージなんですが、現状の収納の方法とかについての内容を御報

告いただければと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所長、吉田です。 

 まず、現年度のものでございますが、こちらは当然、在校生に対してのものです。全て基本、

口座引落しということになります。在校生に対して給食センターのほうで行わせていただいてお

るのが、年２回、未納者に対して納付勧告のほうを交付させていただきまして、その際、児童手

当を現金化していただく同意書を頂ける方は頂いて、未納分に充ててもらうということをしてお

ります。 

 過年度分につきましてですが、こちらにつきましても、卒業して以降、すぐに納付勧告のほう

をしまして、そちらのほうで納付がない場合、納付催告を改めてします。それで、その後、納付

が認められないようであれば、直接、学校から情報を頂いて、私どものほうから、お電話なり自

宅訪問させていただいて、一度面談をさせていただきたいと。そこでうまくいかなければ法的手

段に出るという形で、裁判所のほうに支払督促の申立てを行うという流れで現状やっております。 

 以上でございます。 
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建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 大変な労力と経費をかけての回収、本当に御苦労さまでございます。よく分かりました。 

 ただ、この年度はたしかコロナが入ってからということなので、今のお話をもう少し聞きたい

のが、児童手当を現金化という話がありましたけれども、そうすると、コロナ禍の中で経済的に

結構大変な状況がある方も見えると思うんですけども、そういった情報は例えば学校側と共有と

かって何かされるんですか。いわゆる督促時というか、収納時に得た情報を学校側との共有、生

徒と家族の生活を守っていく、学びを守っていくという意味でも、情報共有をしたりとか、こう

いうことはあるんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所長、吉田です。 

 児童手当からの納付につきましては、あくまでも保護者の方が同意していただいて、同意書を

出していただいて初めてそういうことができる状況ですので、ただ、その方が出していただいた

ということで本人が動揺しておるということですので、学校にそのケースについて詳しくお聞き

するということは特に現在はしておりません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今、経済的に逼迫がある可能性もあるので、重々に情報共有をして、お子さんとお子さんの学

びを守っていくという面も持っていただけるといいなと。 

 僕も督促という仕事をやったことがあるんですけども、やっぱりお金を払う優先順位が変わっ

てきているので、経済的な状況ですね、なので、守っていく１つの情報共有ができたらなと思っ

たので、聞かせていただきました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 ほかに、３８、３９ページ。 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 飛永委員と一緒のようなところで、学校給食費の関係ですけども、確認だけさせてもらうだけ

ですので、答えは簡単で結構です。 

 下から４行目に廃油の売払収入がありますね。金額はしれてますけども、売却されるというこ

とは、油を買ってみえる業者に廃油を処分しておられるのか、地元業者がやっておられるのか、

２点をお願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田でございます。 

 こちらの廃油の買取りについてはですね、食用の油を納入している業者の廃油を引き取ってい

ただいております。こちらについては市内の業者ではないんですけども、納入と買取りとやって

いただくということでお願いしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 市内の業者でなかったらお尋ねするんですけど、当然、これは特別管理の産廃なんですよね。

ただ、そのことは許可証を持ってやっておられる業者だと思うんだけども、処理するときに特管

のマニフェストを受け取っておられるのかどうかということを確認したいと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 この廃油の部分についてのマニフェストについては、今現在頂いておるかどうかということが

御回答ができないものですから、また確認はさせていただきたいと思います。 

 以上です。 
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建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 全体で買っておる油の１年間の金額、どれぐらい使っておられるんですか。ざっくりでいいで

すよ。１千万円か２千万円か。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター、吉田でございます。 

 油の金額ということでよろしいですか。すみません、賄い材料費の中で一緒に購入をしておっ

てですね、細かい油のところの金額というのは、はじいておらない状況です。すみません。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 それで結構ですけども、給食センターができてからずっと１社でその業者でやっておられるの

か、毎年入札やっておられるのか、入札するほどの金額じゃないから随意契約でやっておられる

のか、その辺が分かったら教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター、吉田でございます。 

 こちらにつきましては、私どもは物資納入業者の指定要項というものがございまして、業者の

ほうから申請を受けて、指定をさせていただいた業者に対して納入をしていただくという形です

ので、随意契約のような形で行っておる状況でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 ３０万円や６０万円ならいいんだけども、それだけの金額になってくると多分何百万円という

金額になると思うんだけども、地元業者だったら私、何も言いませんけども、果たして、毎年同
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じ業者にやらせるというよりも、安けりゃ結構ですけども、それだったら、ある程度、何か大義

名分をつくって、入札でも、仮にですよ、格好だけでも入札、そこで落ちんでもいいんですけど、

格好だけでも入札制度を取られたほうがよろしいんじゃないかと思うんですけど、その御意見は

どうですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 現在、給食の物資につきましては、先ほども申し上げましたように、業者が申請をしていただ

いて、指定要項の中には事業者が市内にあるところが優先な形になるような文言もございますの

で、入札ということも必要かとは思うんですが、現状のルールとしては、うちのほうで申請をい

ただいた業者を確認をさせていただいて、いろんな書類も添付していただきます。税に未納がな

いだとか、そういったことも含めて確認をして、うちのほうで指定をさせていただいた業者、そ

の中から、物によっては入札的な見積合わせ等をして、低価格のところで購入をしておるという

流れでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 それでは、今まで指定業者というのは何社ぐらいあったんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター、吉田でございます。 

 指定業者でございますが、こちらの指定のほうは２年間が指定期間になるんでございますが、

令和２年度、３年度の指定業者数が現在４３社でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 
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成田 義之委員 

 ４３社って毎年同じ業者ばっかりというのは不自然だと思われません。さっき答弁で、今まで

ずっとそこの業者で買ってみえるとおっしゃったんだけど、４３社もある中で、毎年同じ業者で

買ってるというのは不自然と思われませんかということです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 ４３社というのはですね、油の納入業者の数ではなくて、全ての物資の指定業者が４３社でご

ざいます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 私の質問の仕方が悪かったね。私が聞いてるのは、油の業者は何社あったかということをお聞

きしたいんです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 取引きできる品目で確認させていただきますと、現在は１社でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 僕ね、１社というのはおかしいと思うんだよね。お宅たちがＰＲして、入札参加してください

という、そういう活動をしておられない結果じゃないの。要は、１社だけということは、こうい

う油の業者の皆様に参加していただくようにあなたたちが努力されてないということじゃないの。

愛知県だけでも相当の数があると思うんだよ。毎年一緒の業者でやっとるなんてことは僕はおか

しいと思うんだよね。３０万円や５０万円の話だったら結構だけど、あれだけの油を使っている

と何百万円となると思うんですよ。それを１社だけにやってるということはおかしいから、逆に、
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１社だけでは不自然だから、３社か５社集めるだけの努力を行政側がすべきじゃないかと、こう

いうことを申し上げとるんだけど、どうですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 委員おっしゃるように、現状は申請が１社しかないということでございます。 

成田 義之委員 

 そんなことを聞いとるんじゃないんだわ。要は、あんたたちは１社だったら何で３社か４社に

するような努力をされんたかということを聞いとるの。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター、吉田でございます。 

 市内中心、市外業者も含めまして、今後そういった取扱業者をこちらのほうからも確認してみ

たいと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 成田委員。 

成田 義之委員 

 最初からそう言っていただければこんな時間ロスをすることなかったんだよ。 

 あとはね、マニフェストがあるかどうか、後で報告してください、私だけでいいですから。 

 以上です。ありがとうございました。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 後ほど提出していただくようにお願いいたします。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 かしこまりました。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、３８、３９ページ、他にございませんか。 
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（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 なければ、歳入の最後、４０、４１ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。ちょっと教えてください。 

 教育債のところなんですが、これはいろんな事業のためにお金を借入れしとるということの理

解でいいでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 体育施設の整備事業債として令和２年度、アルコのエレベータ及び受水槽、カルチバのろ過装

置等の工事を行いました。その工事に対しての事業債となります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 事業債ということは借入れをしとるということですね。そういうことでいいですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今の成田委員じゃないですけども、この借入れをする際って入札をやるんですか。借入先って

民間銀行も入りますよね。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 服部課長。 

財政課長（服部 浩之君） 

 財政課長、服部です。 

 借入れに際しては、民間資金の場合ですと、見積り合わせという形で入札のような形を取って

おります。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 入札のような形、そのときに金利の提示もされるの、返済年数に関してとか、そういった。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 服部課長。 

財政課長（服部 浩之君） 

 金融機関の指定金融機関というんですかね、市のほうで把握している金融機関にお声かけをい

たしまして、その中から応札をいただける業者というか、金融機関からの見積りを併せまして、

その中で最低の利率を持っていただいたところに借入れを行っていると、そういう状況です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今お話あったように、設備関係の更新のために、設備が大きいとそれなりの一般財源で全部充

てがえるものじゃなくて起債をしてもいいということで、資産の価値があるものは起債をして財

源を充てがっていくと思うんですけども、学校関係のところって、たしか公共の箱物が一番多く

て一番維持費がかかるはずで、床面積をどれだけ減らしなさいという計画が立てられていて、特

に学校関係ですね、それを受けて人口体系と財政力に対して必要な分をどうやって維持していく

かということで進んでいると思うんですけれども、建物そのものは長寿命化をやったりとかする

んですけども、今、言ったような設備ですね、例えば、総合福祉センターでエアコンも壊れまし

た、部品がないので修理ができません、直しましょう、２千万円、３千万円という話になるんで

すけれども、将来的にこういう需要が発生するとか、こういうことに対してどうやって財源を充

てがっていくとかということというのは何か計画が立てられているんですか。 
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 さっき言ったような公共施設の管理計画があって、床面積を減らしましょうは分かるんですけ

ども、建物は躯体はしっかりしてるんだけども、今みたいにエレベータとか、設備が傷む可能性

はありますよね。こういったものの計画って、どこでどんなふうに立てられとるのか。また、資

金調達先というか、かけられる金額の上限とか、そういったものを試算をされとるのかというの

をお聞きしたいんですけど。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飯田課長。 

総務部次長兼財産管理課長（飯田 英晴君） 

 財産管理課の飯田でございます。 

 先ほど委員の御質問にございました計画ですが、公共施設個別施設計画ということで、２０年

毎をめどに大規模改修を計画するということで進んでますが、何分、設備系がどうしても２０年

毎のピッチに当てはまってないというのは、指摘されるようにおっしゃるとおりの状況で、どう

しても１年、２年前倒しとかしてやりくりをやるということもございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ２０年ごと、躯体はそれぐらいでいいと思うんですけども、設備は大体短いとエアコンだった

ら７年とか８年とか、長くて１０年とメーカーもそうやって言ってるぐらいのもので、業務用だ

と使い方の頻度が激しくなるので、どれぐらい傷むリスクがあるかということと、全部傷むとど

れぐらいお金が要るかということも何かの形で計画をされたらいいか、もしくは、そのときに起

債をして購入するというやり方もあれば、８年、１０年という契約をして、小学校・中学校のエ

アコンのようにメンテ契約も含めて一緒にお願いするとか、すると年々のメンテの費用も含めて

ですね、壊れるリスク、壊れることでの更新をする、資金調達するリスクも軽減できるんじゃな

いかなと思うので、学校関係の施設って多分これから力を入れていかなきゃいけない出生率の高

いまちですから、何かもう一回刷新できるような視点が持てるといいなと思いますが、いかがで

しょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 岩田総務部長。 

総務部長（岩田 喜一君） 
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 ただいま財産管理課長のほうから、２０年のスパンでというお話がありましたけれども、当然

２０年は放りっ放しではなくて、年度途中で見直しとか行うわけでございまして、その都度、今

まで事後の整備であったものを予防的な整備にするようなことも考えております。 

 財源につきましては、当然、国庫や県費、その補助裏に起債を張る。なるべく一般財源は少な

くなるように、やるものが何か決まったときには、そのように財政調達のほうは考えていきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 お金の回し方も、金融の仕組みが変わってくることで少子高齢化に合わせて仕組みが変わって

いると思うんです。１つの施設の維持の仕方も変わってくると思うので、今、申し上げたような

管理委託契約が一緒になっている商品もたしか大手銀行筋のリース会社は商品として持っている

と思うので、そういったものを含めて公共施設の使用のリスクを回避できるような形のものも検

討材料に加えていただければなと、これも要望して終わっておきますので、よろしくお願いしま

す。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、今の４０、４１ページ、他にございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 なければ歳入のほうは終わりまして、歳出のほうに移ります。 

 ７０、７１ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、飛びまして、８６、８７ページ、よろしいですか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続きまして、８８、８９ページ。 



－80－ 

 松岡副委員長。 

建設文教委員会副委員長（松岡 繁知君） 

 教育費の中の事務局費の中で教育指導費、現職教育研修費というところなんですけど、こちら

の内容を教えていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 こちらのほうは、いろいろなテーマを持ちまして、それぞれの１２校が研修なり研究なりをし

ておるというようなものでございます。 

 例えば、西枇杷島小学校ですと「令和２年度は主体的に学び、確かな学力を身につける学習指

導の研究」だとか、春日小学校ですと「コロナ禍における学習形態と授業のあり方の研究」、西

枇杷島中学校ですと「生徒指導法について学ぶ研修」、新川中学校でも「主体的、対話的、深い

学びの実現に向けた授業改善研究」等、このような研修や研究を行っておるような状況でござい

ます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 松岡副委員長。 

建設文教委員会副委員長（松岡 繁知君） 

 ありがとうございます。 

 現在、学校が始まりまして、コロナ禍ということでいろいろな市町村を含めて対策というか、

対応をしながら学校教育を進めていると思うんですけど、この研究費の中でも、今、答弁された

コロナ禍においていろんな研修をしているということなんですが、本市において、万が一、今後

広がっていく中で、今は特にオンライン授業なり、タブレットとかＬＡＮの整備を使ったものに

関してはそこまで活用と現状がうまくかみ合ってないのかなというふうに感じるんですけど、今

後この方向性というか、広がっていくことについて、今の現状はどのような処置というか対応が

できるかというところを聞かせてほしいんですけど。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 
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学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 夏休みのお盆ぐらいから、かなりの感染者数が全国的にも、清須市においても増えてるという

ことで、学校のほうも、いつ、どのような状況になるか分からないというような危惧はしており

ました。そのような中で、学びを少しでも止めることがないよう、この夏休みを明けてすぐに、

夏休み前はテスト的に２校程度でタブレットを持ち帰って接続できるかどうかの確認をしたんで

すが、夏休み明けてすぐに全校でまず持ち帰らせて接続できるかどうか確認を各家庭のほうでし

ていただきました。 

 また、すぐに学校のほうへ持って帰ってきて、今度はｅライブラリという計算ドリルソフトが

あるんですけれども、こちらのほうがクラウド上でできるようになっておりますので、こちらの

ほうの練習とＴｅａｍｓといったＺｏｏｍのようなウェブ会議システムがあるんですが、そうい

ったことも練習をいたしまして、万が一に備えて、各御家庭に持ち帰ったときに休校なり何なり

したときに、各家庭でそういった学習ができるように、少しでも学びを止めないように対策を今

やっておる状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 松岡副委員長。 

建設文教委員会副委員長（松岡 繁知君） 

 今の御回答だと、もしそうなったときにすぐにそちらに切り替えることが、今、現状できる状

態にはあるということでよろしいですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 少し練習はさせていただく必要があるかと思うんですが、なるべく早くそういった形に持って

いけたらと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 松岡副委員長。 

建設文教委員会副委員長（松岡 繁知君） 
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 ありがとうございます。 

 よく聞くのは、例えば、小学校低学年の方はタブレットを使うことに関しても、まだままなら

ないということで、なかなか導入が難しいという話も聞くんですけど、中学校に関しては触る中

学生の方々もそんなに難しくないのかなと思うので、小学校、中学校ということを分けてでも導

入するということはいいことなのかなと僕は思いますので、今後、このコロナがどういう形に変

わっていくかというところも踏まえて、すぐに対応できるような状況をつくっていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 今の関連になるんですけど、万が一のときはリモート授業を模索して進められるようにという

ことですが、この先、ワクチンの接種がどんどん進んでいくといろんな問題が出てくると思うん

ですよね。アレルギー体質でワクチンがどうしても打てない方も、かなりの数、残ると思うんで

す。 

 そういった中で、今、万が一ということを言われたんですけど、リモート授業を受ける、自宅

で受けるというのと学校で受けるというのと選択ができるようにならんですかね。犬山市では始

まってますよね、学校に行くのが不安である方に、父兄に対してはリモート授業をということで。

まだ、今その整備が整っておらんということですけど、市のほうの基準が整った状態でも万が一

というところで休校になったときってさっき言われたんですけど、休校にならなくても、本当に

アレルギーで、今、成人の方でも副反応がとんでもない副反応が出て困ってみえる人がいっぱい

いるんですわ。私の友人でもおります。そんなひどくなるんかというぐらいなんですけど、本人

もアレルギー体質って分かっとったんですけど、世間の波に押されて打っちゃったと。そういう

ことで、子どもさんだとアレルギー体質の方はかなり多いと思うんで、親御さんはワクチンを打

つのにちゅうちょされる方もかなり見えると思うんです。そういったときにどうしても学校に出

てこいよということでなくて、リモート授業と選択できますよと準備が早く整っていただければ、

万が一を待たずに選択できるのがベストかなと思いますので、その辺について教育長、御意見が

あれば。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 例えば、平常時にリモート授業をやれるかというと、これは非常に難しいと思います。なぜか

というと、学校におきましては６時間の授業を行うことができるけど、リモート関係で６時間分

を授業を行うということは、各学年の１人ずつにやるということは、人的労力も非常にあれです

し、子どもたちもそれを全部受け入れてやるということができないので、限られた教科に絞って

やるということであるならば可能かもしれませんが、例えば、学校と同じようなことを自宅でや

るということは現実的には不可能でないかというふうに思っています。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 質問するつもりはなかったんですけど、教育長はそこまで言われるんで、もう１つお聞きしま

すけど、ということは、万が一に備えられないということでよろしいんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 そういうことではなくて、そのときには全体が学びを均一化するということから考えますと、

リモートの授業と、それとプリント学習や何かも併用して進めていくということで学力が落ちな

いように学びを継続するようにしたいというふうに考えております。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 できるのかできんのかですよ。先ほどは難しいということを言われた。今は全国の学校が模索

しているんですわ。今までやってないんですから難しいの分かってるんですよ。ただ、選択肢が

学校にしかないっていうのも問題であるから、今、模索しておるんですよ。犬山市はどういうふ

うにやってます。教育長、いろいろ勉強されて、犬山市はナンセンスということを言われるかど

うか分かりませんけども、犬山市は成立してないんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 齊藤教育長。 
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教育長（齊藤 孝法君） 

 まだ、犬山市の実態について十分、私のほうで熟知してないので、犬山市との比較については

お話しできませんが。 

伊藤 嘉起委員 

 うちの能力としてはできないということですね。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 全部をリモートにするっていうことは現段階では難しいけど、今後それがやれるように進めて

いくということです。 

伊藤 嘉起委員 

 初めからそうやって言えばいいじゃない。 

 それでどうされるの。現時点では難しいけども、早急に模索して対応していくということでよ

ろしいんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 齊藤教育長。 

教育長（齊藤 孝法君） 

 模索して今後対応していこうというふうに思っています。 

伊藤 嘉起委員 

 初めからそう言っていただければ結構です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 せっかくですので、私も今の関連の質問をさせてもらいますけども、リモートの授業ですね、

大学とか専門学校は非常事態宣言の中で１週間のうち大体１日登校して、あとは自宅でリモート

と。今、教育長が言われたとおり、その年代の子であっても１日モニターの前にへばりついてる

のは結構きついので、伊藤委員が言われたように、やれる方向のことの模索はせないかんと思い

ます。ただ、現実的には発信する側の力量、先生側の差もあれば、受け取る側は年代によって差

もあれば、受け取る年代の中でもものすごい技術の差がありますね。これをどうやって埋めるか

っていうのは、１つの具体的な壁になっていて、模索という形に今なってしまっていると思うん

ですけども、こういうことになってくると、市単独の教育委員会の中では答えがなかなか出しづ
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らいようなことがあると思うんです。なので、文科省か何か出ればなと思うんですが、今度は文

科省からだと、事、大き過ぎで、枠組みが大き過ぎて具体的にならんということがあります。 

 愛知県の教育委員会としては、参事、各自治体の教育委員会のリモートの教育の推進にあたっ

て、何をどんなふうに推進しなきゃいけないかという課題がもし今分かっていらっしゃれば述べ

ていただければと思いますけども、いかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事の西尾でございます。 

 愛知県として特にこれというものは聞いておりません。ただし、やはり市それぞれのところで

やっていかなければいけないことですので、本市としましても今までのところで整備ができれば

よかったんですけれども、先ほど出てきました犬山市、実は私、１年前にお電話して状況がどう

かというのを伺いました。そしたら、犬山市にはかなり詳しい方が見えて、１年前から着々と準

備をしておりました。ですので、犬山市は今現在できていると思います。 

 ただし、残念ながら、愛日地区内、確認しておるんですけども、愛日地区内はまだ整備されて

いるところはありません。現在のもしかして休校になるかもしれないというところで、自分のと

ころはオンライン十分できるというところはないですので、我々の共同体ですので、愛日地区内

が整備できて、少しでも休業になった場合に子どもたちの学力、オンラインで十分整備できると

は思いませんけれども、だけども、オンラインがあればある程度のところで整備できますので、

少しでも進められるようにやっていきたいと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 愛知県の県立高校も言ってるほど進んでないという話も聞いていて、今、参事が言われたよう

に、現実的にはいろんなハードルがあったり、マンパワーが足りなかったりすることがあると思

います。清須市においても出生率が高くなっていて、これからどのように質を高く整備していく

というのは１つ大きな課題になると思います。ぜひ、愛知県の教育委員会からもお力添えをいた

だきながら、例えば、今、言った詳しい方を派遣していただくだとか、そういう方との議論をす
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る場を設けるだとかいうことを早急に始めていく必要があると思います。 

 タブレットを配られて半年たってます。この間の時間が子どもたちにとってどんな時間だった

かと思うと、悔しい思いもあれば、悲しい思いもあれば、また、これをばねにして子どもたちに

応えていける教育委員会であってほしいと思いますので、ぜひ、しっかり連携を取っていただい

て、マンパワー、金銭的なこと、技術的なこと、交換しながら子どもたちの期待、親御さんの期

待に応えていただければと思いますので、これを要望して終わっておきます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ここで１０時４５分まで休憩といたします。 

（ 時に午前１０時３３分 休憩 ） 

（ 時に午前１０時４５分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、休憩前に引き続きまして委員会を再開いたします。 

 まず、最初に、先ほどの成田議員の質問に対して吉田所長より発言の申出がありましたので、

これを許可いたします。 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田でございます。 

 先ほどの成田議員の御質問でマニフェストの提出はどのようになっているかということでござ

いますが、現在、マニフェスト自体は頂いておらず、引受書というもので廃油のほうをお渡しし

ております。マニフェストについては必要かどうかというのは、今後、事業者のほうに確認をし

まして、是正すべきところがあれば是正したいと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 よろしいですか、成田委員。 

成田 義之委員 

 ありがとうございました。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、先ほどの８８、８９ページ。 
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 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永です。度々すみません。 

 教育指導費の特色ある学校づくり費で成果報告書の２７０ページなんですけども、これを読み

ますね。 

 「特色ある」というキーワードが１つと、事業目的のところに「児童、生徒が地域に貢献し役

立つ活動を体験・実践することを通して、次世代を担うことができるようにする」というキーワ

ードがあります。これを小学校、中学校とそれぞれ内容、テーマが全部書いてあって、すばらし

い取組であるし、親御さんの期待する教育に応えていくという面においては非常に効果的な取組

だなと思っておるんですけども、次世代を担うとか特色あるっていうキーワードを見るとやっぱ

り連想してしまうのがＳＤＧｓなんですね。清須市の第２次総合計画の後期にはＳＤＧｓに関し

て清須市はどう取り組むかというページが１ページありまして、「理念に沿った」という言葉が

出てきております。今、国のほうでもＣＯ２の削減に関してどうするとか、コロナ禍において全

世界の子どもたちがどんなふうに生活していって、どんなことで困っているかということが小中

学生の耳にもこの情報社会が発達してリアルタイムに飛び込んでくる時代になっているわけです。

そういう側面からすると、特色があって次世代を担うという話になると、このＳＤＧｓの教育で

すね、以前、一般質問でも何回かやらせてもらっていますけども、今こそ、このコロナ禍で全世

界が大変になっている、それを次の時代を担う子どもたちにどのようなことを教えていくかとい

うことはすごく大事なタイミングだと思うんですけれども、このＳＤＧｓの取組に関しては改め

てＥＳＤというのがあるんですけども、改めて、市としての取組の姿勢とか方向性とか、出生率

も高くなってきていて、親御さんが期待するのは教育だと思いますので、改めてお伺いさせてい

ただきます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今の件につきましては、特色ある学校づくり費を活用いたしまして、多彩な地域の人材活用や

資源を教育に取り入れて、地域とのつながり、人間性や社会性を培うようにしております。そし

て、いろいろな問題を自らの問題と捉えて、身近なことから取り組むことで持続可能な将来を実
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現できる力を育てる一助になればと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 であればこそ、シンク・ローカル、アクト・グローバルという理念に一番、今、適した形にな

ってる、国連が定めたＳＤＧｓというものを取り込んで、ユネスコ認定の学校にして、教育とい

う角度で子どもたちに伝えていくべきではないかと思います。いかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 そのとおりだと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 そういう力を清須市の子どもたちにぜひつけていただきたいと思います。これは保護者の方に

も応えていくことだと思いますので、ぜひ、よろしくお願いします。 

 もしよろしければ、参事、一言コメントをいただければと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事の西尾でございます。 

 委員のおっしゃってみえること、次世代を担っていく子どもたちを育てるということは非常に

大切なことですので、私、何が大切かというと、ＳＤＧｓの理念こそ持続可能ですので、この世

界がこのまま平和に存続するという子どもたちに未来がかかっておりますので、そういう子ども

たちをつくっていくためには、ＳＤＧｓの教育はすぐにはできませんので、義務教育９年間を通

して、これは学年間の情報共有、そして小から中への学校間の情報共有、これも今、情報共有は

やっておりますので、ぜひ、そのような子どもたちをつくっていきたいと思っております。 
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 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 たしか愛知県も推進する自治体に何か入ってますよね。愛知県の自治体の中でも豊田市とかも

取り組んでいただいていると思いますので、愛知県の中でも出生率がトップというところから見

ると、何回も言いますけども、非常にここに選んで住んでいただいている親御さんたちに応える

一番の恩返しになるかなという気もしておりますので、ぜひ、今まで以上に前向きな取組を期待

しまして、終わります。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に。 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 山内です。 

 先ほどのオンラインの件なんですけれども、今、ｅライブラリ等を使っていくということだっ

たんですけど、文部科学省のガイドラインによると、「ウェブ会議システムを活用するなど」と

あるんですけれども、Ｚｏｏｍなど双方向でのものを使用するというお考えはありますでしょう

か。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 先ほどもお答えさせていただいておりますが、そういったウェブ会議システムを使えるような

練習もしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 それで、今、整備がまだ完全には完了していない、体制が整ってないということだったんです
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けども、この進捗とか進路を示すようなタイムスケジュールというのは用意されているのでしょ

うか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 ９月に入って最初の土日で、全ての学校の全児童生徒にタブレットを持ち帰らせました。そし

て、各御家庭でＷｉ－Ｆｉ等のインターネット環境につながるかどうかの確認をいたしました。

その後、先ほどのｅライブラリも含めてそうですが、ウェブ会議システムというところはこれま

で授業等の中では行ってきておりませんので、まず、少しでも子どもたちが使えるようにしたい

と考えております。それが時間的に９月いっぱいぐらいまでかかってしまうか、もう少し早くで

きるか、その辺は子どもによっても違うと思いますし、学年によっても違いますので、少しでも

早くそういったものが子どもたちも使えるようにしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 いつからオンライン学習が開始できるかということ、何事もゴールを明確にすることが物事を

前に進めることには必要になってくると思いますので、ぜひ、詳細なタイムスケジュール、でき

るんであればお願いしたいと思います。 

 それと、ハイブリットで自宅学習、それと学校で学習するっていうことがチョイスできるとい

うことになるとですね、自宅で学びたいという子たちへの成績への影響とか不利益を被らないよ

うにどのような評価の仕方というのが考えられているのかお聞きします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 西尾参事。 

教育部参事（西尾 博人君） 

 教育部参事の西尾でございます。 

 委員の意図と違うことを答えてしまうかもしれませんけど、意図を十分くみ取っていないかも

しれませんけれども、まず、今のコロナ禍で、学校が心配で出てこれない、陽性者、また濃厚接

触者で出てこれない、この子たちの学習を保障することが大切です。そのためにもオンライン整
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備を急遽やっていかなければならないと思います。ただ、今現在はまだ整備されておりませんの

で、そのあたりは紙媒体であったりとか、子どもたちが出てきてからの担任の補助によって賄っ

ていくしかございません。 

 いずれにしましても、評価自体は授業による評価ですので、授業に出てこなければなかなかき

ちんとした評価はできませんけれども、ただし、各学校には配慮できるところはきちんと配慮し

てくださいということは伝えてあります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 決してコロナ関連でお休みする生徒に不利益にならないようなやり方を考えていただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に、８８、８９ページ。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 教えてください。 

 教育指導費のところの適応指導教室費のところなんですが、報告書からすると令和元年は報告

書があるんですけれども、令和２年の報告書はページはないんですね。これは何でないんでしょ

うかということが１つと、コロナ禍で学校に来れる、来れない、大変な状況の中ではありますけ

れども、去年の報告書を見ると、適応指導教室の対象になっている方が１１名見えて、こういう

方々へのフォローとかは報告書がないもんですから、どういうふうになっているのかというのを

お聞きします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 まず、今年度のところからどうしてなくなっているか申し上げますと、会計年度任用職員とい
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う形になりまして、そもそも適応指導教室の部分につきましては人件費しか載っておりませんで

した。ですので、人件費という部分が教育部のところから抜けたものですから、そういった形で

適応指導教室の部分が成果報告のほうからなくなったというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 この１１人の方はどうなってしまったんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 今現在も当然おられる子は適応指導教室に通っておられると考えております。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 だから、この子たちがその後どうなったのか、令和３年度はどうなったのか、その子たちを指

導する人の財源が変わったから成果報告書からなくなりましたということは、この子たちが清須

市から消えたわけじゃないですよね。だから教えてくれって言っているんですよ。分からないだ

ったら後日でいいです。どんなフォローができているかとか、できてないかとか、コロナ禍にお

いて不安で学校に来れない子も増えていますから対応が大変だとは思います。だけど、成果報告

書から消えてなくなっとることが財源が違うから書かなくてもいいというのは、この子たちはど

うするんですかって思っちゃうので聞かせてもらいました。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 ２０名ほど現在も登録しておりまして、変わらず適応指導教室のほうに通っておるというふう

に認識しております。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 それでは、他に８８、８９ページございませんか。 

 加藤部長、先ほどの答弁。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 申し訳ございません。少し戻ります。 

 今、飛永委員がおっしゃられた関係で、適応指導教室自体は全く同じように存続しております。

どうしてここになくなったかということは、今、課長が申し上げたように、申し訳ございません、

予算組みの絡みがありまして、予算がこの学校教育の中で伴わないような部署ですので、なくな

ってしまったという事実が実はございますので、そこら辺は今の実績として報告しなきゃいけな

いというところも踏まえて、少し検討させていただきます。今回は載っておりませんが、申し訳

ございません。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 丁寧な御回答ありがとうございます。 

 この２０人の方が今どんな学びの状況で、どんな学校生活を送っているかというのは、行政は

掌握しとかなあかんですよね。財源が変わったからといって、そこに行っている人がお金の出ど

ころが違うからといって、学校教育課の責任てそういうことなんじゃないんでしょうか。一言い

ただけますか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 まさに委員おっしゃるとおりで、実際に私どもが管理をして会計年度任用職員を配置して、適

応指導教室を実施しておりますので、全く過去も今も変わっておりません。ただ、ここに載らな

かった理由が、すみません、今、予算の絡みということですので、検討させていただきたいとい

うことです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 なければ、次の９０、９１ページ。 

 白井委員。 

白井 章委員 

 白井です。 

 上のほうの家庭学習応援費について伺いたいと思います。 

 成果報告書の２７７ページに記載されております。 

 これは緊急事態宣言に基づく学校の臨時休業措置に伴って、小学校・中学校・高等学校等の在

学している人に対して家庭学習の応援金を支給するというようなことで、総額７千５７７万円と

いうことで行われていますけれども、この中で下のほうに対象人数が書かれていますけれども、

対象者の人には全て行き渡っているんですか。どうですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 全て漏らさず１００％という形ではございません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 ここに書いてありますね、対象者へ案内文書等を配付し、申請を促したということですね。そ

の結果どうかということは確認をされてないんでしょうか。 

 例えば、小学校・中学校５千７２４人ですけれども、全て支給されているんでしょうか。その

他のところの下のところもどのようになっているんでしょうか、お聞かせください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 私どものほうで把握しておる数字でございますが、例えば、清須市立小学校でございますと、

対象者３千９４１人のうち支給できた人数は３千９３７名でございます。 
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 清須市立の中学校ですと対象者は１千７８９人に対して１千７８７名でございます。 

 こちらのほうにつきましては、未申請等の方々には３回ほど私どものほうから再通知をさせて

いただいております。その結果、小学校ですと４名ほど、中学校ですと２名ほどの方が全く回答

のほうがなかったということで、我々といたしましては、申請していただけない方には通知をさ

せていただいて、そういったことをしていただけるように促したというふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 分かりました。 

 それと、あと１点よろしいですか。 

 それから、小学校管理費について伺いたいと思います。 

 これは２７９ページですね、成果報告書があります。 

 これは小学校８校の１年間の運営する管理費、８校全体で９千６７５万１千２４４円というこ

とになっております。主な支出科目は、電気・ガス・水道の光熱水費、あるいは修繕費の需用費

ですね、それから電気関係の保安業務、あるいは樹木の管理などの委託料、運動場の砂などの原

材料費、椅子とか児童の机などの備品購入費、これを合わせたものがここに掲載されておりまし

て、それぞれ８校の学校の児童数と事業費の結果が載っております。 

 これを見ますと、それぞれの規模によって事業費が多くなったり少なくなったりしております

けれども、児童１人あたりの年間の事業費、あるいは管理費を割り出しますと、小学校によって

はこれを計算しますと、事業費を児童数で割った金額ですけども、一番多いところは３万６千４

２２円ということで、これは桃栄小学校なんですけれども、一番少ないところは１万６千３６５

円、これは清洲小学校です。大体、支出科目は同じになっておりますので、規模の大小にかかわ

らず一定の固定費がかかっているということで、人数が多いと割安になるかと思いますし、逆に、

人数が少ないと割高になってくるというようなこともあるかと思いますが、お断りしておきます

が、私は、多いからいけないとか、少ないからよいということを言っているんではありません。

ところが、計算してみますと、先ほど言ったように、１年間の児童１人あたりの管理費が一番多

いところは人数の少ない桃栄小学校が３万６千４２２円、清洲小学校は約１千人、９９６人で１

万６千３６５円、他の６校は古城小学校が２万８千９６９円、新川小学校は２万３千７４３円、
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この５千円ぐらいの幅の他の６校が入っております。桃栄小学校と清洲小学校は一番多いものと

少ないものですが、改めて、児童１人の年間管理料が多いから、あるいは少ないからということ

を申し上げておりませんけれども、桃栄小学校も他の６校も、そして清洲小学校も規模に合わせ

て適正に運営管理がされているものと思っております。しかし、現実こうやってみますと２万円

の差があります。この点をどのようにお考えか。 

 後で中学校の管理費も出てきますけど、そういう見方をすると、一番多いところと少ないとこ

ろで２万円ぐらいの差があるんですね。この点のお考えですね、お聞かせいただきたいんですが、

将来の小学校運営管理の在り方、あるいは今後検討していかなければいけないと思うんですが、

清須市にふさわしい小学校の在り方というのを見いだしていく必要があると思いますが、その点

も含めまして、この差のことについてどうお考えか、感想でも結構ですが、どのようにお考えか、

その点お聞かせください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 委員おっしゃるとおり、規模の大小にかかわらず、管理費等は一様に大きな差がなくかかって

まいります。学校の規模で大きく差が出てくるのは光熱水費の部分で一番大きく差は出てくると

は思うんですが、そのトータルの中でも、それに比べて児童数の差よりもそれほど影響は表れな

いということで、児童数で割ると一番人数が多い清洲小学校と一番少ない桃栄小学校で差が出て

しまったというふうに考えております。同様に、中学校も同じような形になったかと考えており

ます。 

 将来的なことを考えますと、なるべくこういった形で差が少しでもなくなるような予算の組み

方を検討する必要があるんではないかというふうには考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 教育部長にもこの点どのようにお考えか、感想でも結構ですけど、よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長の加藤でございます。 

 今、課長が申し上げたことがメインだと思います。ただ、児童に対して受ける教育の恩恵はど

の学校も基本は一緒であるとは思いますが、どうしてもキャパといいますか、その問題でぎっし

り入っている学校と余裕のある学校との差は発生してしまうと思っております。それにつきまし

ては、今、課長が言いましたように、今後どういった形で対応できるかというのは検討材料だと

思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 結構です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に、９０、９１ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、次に、９２、９３ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございますけれども、中学校整備費のところですね。小学校も同じになってしまうと思

うんですけども、中学校整備費のところで、昨年、学校が避難所になっている関係で、体育館の

バリアフリー化という質疑がされました。今年度、何か取り組まれておるかどうか、小学校も含

めてなんですけれども、御答弁をいただければと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 今年度、清洲東小学校と桃栄小学校のほうで長寿命化改修工事を行っておるんですけれども、
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桃栄小学校のほうは体育館を屋根防水等の中で併せて、そういったバリアフリー化ができるよう

なことを盛り込んで考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 既存の長寿命化が済んでしまった体育館はどういう状況でしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 既に終わっておるところで、まだそういったスロープがついてないところというのは、古城小

学校と星の宮小学校、春日小学校、西枇杷島中学校だというふうに認識しております。これにつ

きましては、今後、計画的に予算等を考えながら検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 災害の起きる気象状況が激変している中ですので、財政との兼ね合いもあると思いますけども、

できるだけ早く安心できる避難所づくりをお願いいたします。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に、９２、９３ページ、ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続きまして、９４、９５ページ。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 
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 度々すみません。 

 中学校就学援助費の中学校要・準要保護生徒援助費、これは小学校も同じなんですが、お聞き

します。 

 中学校のところは２９３ページになるんですが、給食費の欄だけ見ますと、令和３年度１７１

人ですが、実は令和２年度が２０５人、人数がありました。小学校においても令和２年度は２８

５人、令和元年度が３１４人ということで、中学校に対しては１割以上の人数が減になっており

ます。コロナ禍における経済状況の中で、要保護・準要保護の方の人数が減っていくというのは、

こういう支援があるという情報が届いていないのか、手が挙げづらい雰囲気になっているのか、

逆に、様々な生活に圧迫があるのかということを心配してしまうんですが、人数が１割以上減っ

てることに対しての何かコメントをいただければと、また、こういう方々に対してのフォローで

すね、大変なコロナ禍の中ですけども、どのようなことを行っておられるのか教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 委員おっしゃられるとおり、人数が多く減ってるというところで一度確認をしてみました。 

 まず、令和２年度は令和元年度の所得で審査しておりますので、コロナの影響は少ないのかな

というふうには考えております。その中でどうして少なくなったのかというふうに考えました。

令和元年の小学校６年生だった受給者数は５８人に対しまして令和２年度の小学校１年生の受給

者が２６人です。要は、その差が３２人のマイナスで、単純に６年生の中学校に移った数が多か

ったのかなというふうに考えています。 

 また、中学校のほうも、令和元年度、中学校３年生だった受給者が７９人に対して令和２年度

の中学校１年生の受給者が４８人で、ここに３１人のマイナスがございます。そういったことか

ら、純粋に対象者が少なかったのではないかなというふうに考えております。 

 また、こういった方々のフォローというところで、新入学１年生には就学時健診時に入学前支

給の案内、また入学前の１月頃に、就学通知とともにまた案内をしております。併せて、ホーム

ページや広報でも掲載し、さらに４月に入ったところで、全児童生徒に対して案内を配布してお

ります。 

 また、一度受給した方には毎年２月頃、次年度の更新案内をし、状況を見て、学校のほうから
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も保護者に申請を後押しをしてもらっているような状況でございます。そういった形でフォロー

はさせていただいていると考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ありがとうございます。 

 学年が上がることによっての人数減ということであれば、結果としては、こういう方が減って

いくというのは喜んでもいい傾向であるのかなと思うのと、反面ですね、先ほども申しましたコ

ロナ禍の中で、こういった公的な援助を得たいという方の手がなかなか挙がりにくくなってきて

いるというのが現実で、全国的に国のほうまで声が入っているんです。なので、人数が減ったこ

とで僕はそっちを勘繰っちゃったんですけれども、今おっしゃられたように、フォローができて

いるということと、今おっしゃられたということで安心はしますが、手が挙げにくいというふう

になっている現状があるということだけはしっかり頭に置いていただいて、他の援助・支援、し

っかり行っていただけるようにお願いをして質問を終わります。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。９４、９５ページです。 

 白井委員。 

白井 章委員 

 白井です。 

 西枇杷島第１幼稚園の関係で、整備費として１１０万円決算額が上がってますけど、これは１

２月の第９号補正で補正されたのだと思いますが、この整備の内容をお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 先ほど説明の中で公共下水道の繰越しがあったかと思うんですが、その実施設計の金額でござ

います。 

 以上でございます。 
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建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 実施設計分で上がっておるということですね。それは成果報告には１１０万円で額的には多い

んですけど、記載されてないんですけど、それはどういうようなことでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 申し訳ございません。入れるべきところだったと考えております。申し訳ございません。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 白井委員。 

白井 章委員 

 分かりました。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 今と同じところで、西枇杷島第１幼稚園のところなんですけれども、幼稚園児数に関して５歳、

４歳、３歳ともに、５歳児は令和元年度は６０人だったのが５８人で、４歳児、令和元年度は５

９人だったものが４９人、３歳児は、これは３歳児も入っていくところだと思うんですけども、

令和元年度は６２人入園された方が見えましたが、令和２年度は４９人ということで、トータル

１８１人に対して１５６人という人数減になっております。これは一昨年のたしか１０月だった

と思うんですが、幼児教育費の無償化ということで、保育園の方も幼稚園の方も施設内一定要件

に当てはまる方は国から補助金が全額出ますということで、子育ての負担を減らそうということ

で進んでおります。 

 となると、お金を頂いた親御さんはどこに支払うかということで、幼稚園ですと民間の幼稚園

の誘致がされております。こども園も清須市も増えてまいりました。ニーズに対して見合ったも

のを誘致されてくるとは思うんですけれども、そこから見ると人数減というのは、今、言ったよ
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うに、ニーズに対してどうなんだろうという、ある種、疑問を持たざるを得ないんですけれども、

今後のこども園化とか含めて幼稚園の今の状況と今後のことについてコメントをいただければと

思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課、吉野でございます。 

 委員おっしゃるとおり、幼保無償化が始まったところを境に園児数が確実に大きく減少してき

ております。このことは私どもも認識はしてございます。もちろん先ほど申し上げましたように、

これは幼保無償化が大きく影響していると考えておるんですが、第１幼稚園の今後につきまして

は、こども園化だとか、いろいろな手法があろうかと思いますけれども、保育に関しましては、

第１幼稚園だけではなく、現在の保育園や認定こども園、私立幼稚園等の状況や今後の園児数と

も関連がございますので、全体で検討する必要があると考えております。 

 今後、子育て支援課とも協議していきながら考えていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 前向きな御答弁ありがとうございます。 

 何度も申し上げますが、出生者数が愛知県トップ、２位をここ数年間は争い合ってる自治体で

すので、相手の自治体というのが子育てとか教育が非常に定評がある自治体でございますので、

清須市としても追いつけ追い越せじゃないですけれども、今、課長が言われたような議論をする

テーブルが設けられて、親御さんたちに見えるような議論をしていただいて、ニーズが多様化し

ているかどうかは別ですけれども、極力ニーズに沿った形での幼児教育、そういったものをまた

ビジョンを少しでも早く打ち出しを親御さんたちにしていただければと要望して、終わります。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 
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 幼稚園の件ですけども、今、下水道の接続工事を行っておるということで、幼稚園のほうは大

規模な工事が始まっているわけですけれども、当然御存じなんですけど、幼稚園は浄化槽がなか

ったんですよね。道路をまたいで隣にある本庁舎のほうの浄化槽を使っていると。そういった中

で、下水道整備を進める上においての時点なのか、建物を管理する教育としての立場で考えてい

くのかということなんですけど、現在、道路を横切っておる配管というのは、今回の工事で撤去

されるんですか。どうされるんです。 

 これはもともと下水道整備の計画と沿ってやれば、今、旧庁舎の横の道路というのは本舗装も

終わっておりまして、また掘るというと大変な投資になるんですよね。これを何で最初に一緒に

できんかったのかなと思うんですけど、その辺は幼稚園の管理者としてはどのようなお考えを持

ってみえたのかというのをお聞かせ願いたいと思います。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 道路を横断しておる管につきましては、撤去はしない考えでございます。 

 基本的に、下水道のほうにつきましては、敷地のところに下水道を設置した際に迎えるような

桝を設置しておるはずですので、そちらのほうにつなぐことで道路の掘削をする必要はないとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 だから、教育所管としては、今までも道路の下に管を通して庁舎のほうの浄化槽を使っている

ことは当然承知してみえたわけですよ。あの地区の浄化槽の面整備をするときに同じ公共施設の

一体としてあそこも入れていただけおれば今のように要らない管を残していく必要もないわけだ

よね、庁舎の横は１回掘ったんですから。それをきれいに蓋をしてしまったんで、そのまま残し

ておきますということでしょう。 

 例えば、民間業者がそのようなことがあれば、市としては撤去をお願いしますということです

よ。これは産廃を埋めておくんですよ。そういう検討がなかったんですよ。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 申し訳ございません。そういった調整が取れていなかったところでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 今後の検討もお任せしますけど、まだ下水道整備が終わっていない公共施設があると思うんで

す。そういうとこで二度とこのようなことが起きないように、建設部上下水道課とよく調整して

いただいて進めていただくようにお願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 生涯学習推進計画策定費ですね、成果報告書の２９８ページでございます。 

 昨年度から皆増ということで１８９万２千円、内容的には、学習計画の中間見直しということ

でございます。理念や方向性とございますが、現状における課題になることとか、生涯学習って

全年代に渡るんですかということとか、現状のお考えと令和２年度の成果を受けて令和３年度の

取組等を教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 生涯学習課長の辻でございます。 

 まず、こちらの計画につきましては、対象となる方については、全ての市民の方ということに

なっております。 

 それで、今回、中間見直しということで見直し版を作成をさせていただいたんですが、今まで

と違うところという形で、コロナウイルスとの共生時代ということを踏まえて見直しをした点で

すとかＳｏｃｉｅｔｙ５．０、それから先ほどもお話がありましたように、ＳＤＧｓの観点等を
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踏まえまして、新しく計画のほうを作成をさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 結構先進的と言っていいのかどうかあれなんですけども、前向きな取組のもので、非常に期待

が持てるところです。 

 全ての市民とおっしゃいましたけども、これは外国籍の方も入っているんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 

 おっしゃるとおりです。入ってございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 今年度の取組に期待しております。また、よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続きまして、９６、９７ページ、よろしいですか。 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 一番下になるんですけど、夢広場はるひ費、図書館の関係です。 

 いろいろお聞きしておりますと、図書館のほう、１５万冊に達して、建物の構造上、中にこれ

以上、本が置けないという話も聞くんですけど、その辺どうですかね。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 辻課長。 

生涯学習課長（辻 清岳君） 
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 生涯学習課長の辻でございます。 

 今、委員おっしゃるとおりでございまして、図書館を供用開始する際に、目標を１５万冊とい

うことでやってきたところでございまして、実は昨年度、令和元年度に１５万冊は達成しておる

んですが、現在の図書館の施設の物理的な関係で、１５万冊以上になりますとこれ以上増やすの

が難しいという状況でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 今、課長が言われたように、もともと図書館で設計してない建物ということで、床の強度がな

いということだね。私どもも、あそこは春日と合併しまして図書館になったときに、出来上がっ

たときに視察に伺ったんですけど、異常に低い本棚が並んでいて、どうしたんだろうと思ったら、

床の強度がないんでこれ以上の本棚を置けませんということで、市として１５万冊の図書館でい

くんだということなのか、いやいや、１５万冊では恥ずかしいから、もっともっと増やしていき

ますよというのか、そうであるなら、あそこでの図書館１か所だけではとか、全部をどこかに替

えるのかとか、いろんなことを当然考えてみえると思うんですよ。その辺の考えは一課長では大

変難しいと思うんですけど、これは副市長か誰に聞けばいいのかな。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 葛谷副市長。 

副市長（葛谷 賢二君） 

 副市長の葛谷です。 

 図書館に関しては、当初の計画のときに人口の関係の図書館であれば１５万冊程度が適切だろ

うということで改装した形で図書館をスタートさせました。 

 ただ、今のところ、市民の意向で、この図書館で物足りないとかいう意向のところはまだお聞

きはしておりませんので、今のところオーソライズされた考え方としては、今の図書館でいきた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 
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伊藤 嘉起委員 

 副市長の耳には入ってないということですけど、私の耳には入っております。同じ人間ですの

でいろいろ聞くところもあるんですけど、他市と比べましても１５万冊がふさわしいと思ってい

るのは、箱がないからそのように言っておかないかんということでしょう。 

 別に立派な図書館を造り直すとか、そういう必要もないと思うんです。もともと旧３町、４町

のときには図書室、図書館あったわけで、その部屋がいまだに開いてるところもあるんですよ。

そういうところも利用しながら、１５万冊に達しましたと言いながらも、今でも予算的には蔵書

の予算で組んであるわけです。 

 当然入替えもあるんで、古い本を処分せないかんということもありますし、また、春日の図書

館のほうの導きと学校支援のボランティアの働きで、学校の図書との入替えもやってるわけです

よね。学校の図書室とか、そういうところを使いながら、今の図書館は春日の図書館でというこ

とで、もうちょっとネットワークを広げていただいて、１５万冊で満足だというのが僕は理解で

きんのですけど、その辺を考えれば、大きな予算を使わなくても次のいい施策も生まれてくると

思いますので、もう一度検討のほうをよろしく今後お願いいたします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他に、９６、９７ページございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 続きまして、９８、９９ページ。 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 飛永でございます。 

 保健体育スポーツ関係のことで全般的なことをお聞きします。 

 成果報告書を見させていただきますと、３２５ページあたりからずっと続いておるんですが、

報告内容が「中止」「中止」と、これはコロナの影響で中止せざるを得ないということでありま

すが、感染予防の視点からしても、先般、愛知県の空港でイベントをやって、すごい感染者を出

しておるということでニュースになっていますけども、そういう観点からいっても、こういった

イベントはどちらにしても中止せざるを得んと思うんですけども、スポーツをされておる方、愛

好者の方は市内にお見えになるわけであって、かといって、コロナが全部ゼロになるかというと
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分かりません。 

 コロナとともにというのはあると思うんですけれども、コロナとともにというところの今後の

スポーツ振興の在り方は一言で答えというのは難しいと思うんですけども、今お考えの課題とか

テーマとか、もしあれば市民の耳に届ける思いでお話をしていただけれるといいかなと思います

が、いかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 確かに、コロナ禍におきまして、イベントとかで不特定多数がお見えになるイベントなんかは、

なかなか追跡ができないだとか、コロナ感染対策ができないとかという思いで中止せざるを得な

い。 

 ただ、昨年度につきましては、ウオークについてはコロナの感染者数が少し減ってきた状況に

ありましたので、コロナ対策をしながら、密にならないようにやらせていただきました。そのた

めに、実際に中日新聞に広告を出していたんですけれども、それもやめて、市内の在住の方を中

心に参加していただく。しかも、受付のところで密にならないように受付票を事前に送付しなが

ら、この時間からこの時間に出発してくださいと。チェックポイントも１か所だけですよという

ことでやらせていただきました。なるべくそういった感じで、対策ができるものについてはやっ

ていきたいと思っております。 

 ただ、どうしても今回の増え方が尋常じゃないなと思っていますので、確かにスポーツはやっ

ていただきたいと思っているんですけれども、コロナを増やすわけにはいかないと考えておりま

すので、その辺は状況を見ながらやれるものはやっていきたい。やれないときについては英断せ

ざるを得ないというような状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 ありがとうございます。 

 学校においては部活が中止になったりとかして、小中学校のお子さんのスポーツの心配はして
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おります。心配するのは同じだと思いますけども、そういう心配が１点と、もう１点が、市内に

はプロスポーツで頑張っている企業があって、多分、プロリーグでトップチームですので、当然、

試合をやっても無観客とかいう状況でやっております。そうすると、プロのスポーツ事業として

前年度に比べれば当然収入が減ってくることになっていると思います。バレーボールチームには

清須市は支援はするということでいろんな施策をやられとると思うんですけれども、２年続いて、

あちらの運営状況も大変だと思うんですけども、こういった運営状況に対しての具体的な市とし

ての支援とかって何かお考えですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 バレーボールのウルフドッグスというチームがあるんですけれども、そちらについては今年度

も小学校のほうでウルドくんによる挨拶運動、そういった形でチームを浸透させるということの

活動のほうはやれる範囲でやらせていただいております。 

 また、昨年度の試合についてもウルドタウン清須ＤＡＹを開催させていただきました。今年度

につきましてもそのような計画で今、動いている状況でございます。 

 また、広報等で御案内させていただくつもりではおるんですけれども、あとはバレーボールだ

けではなくて、バスケットボールチームとかもありますので、そういったところで中学校の部活

のほうへ指導していただける時期がありましたら、そういったところでお願いしている。ただ、

感染状況によってできない時期とか、リーグが始まって試合が本格的に始まってしまうとできな

かったりとか、そのタイミングを見計らいながらやっていきたい。 

 チームのほうとしても、皆さんに応援していただきたいから知っていただきたいということも

ありますので、そういったところで手助けできるところについては、清須市としてもやっていき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 

 僕、バスケットが好きで見させていただくんですけども、エントリオですか、あそこのアリー

ナが２千４００人ぐらいの定員のところを８００人ぐらいの定員にして観客を入れてやっている
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んですね。そうすると、Ｂ３は実業団ですけども、いわゆる観客動員による収入というのは多分

大きい収入になっていると思うんですね。運営母体の企業からしっかり法人税を頂いておると思

うんですけれども、これは持ちつ持たれつじゃないですけども、聞いてはいないですけども、大

変な状況も多分あるんじゃないかなと思うので、清須市に本拠地があるチームですから、何らか

運営支援ができたらなと思っております。要望で終わらせていただきます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 他にございませんか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 春日の小学校・中学校の体育館なんですけど、学校開放をしていただいておるんですが、学校

の授業でバドミントンコートを使わないということで、ポールの穴はあるんですけど、ラインが

引いてないと。それで、旧町時代から春日の方は親切な方が多いんで、ラインのテープだけ渡し

て貼替えをしていただいておると。テープも多分強度的にないものを使ってみえるんかな。暫く

使うとまたすぐはげちゃうんですね。そうすると、ある一部の利用者の方が、絶えずお借りして

練習をやろうと思うと、まずライン貼りから始めなかんと。そうすると、何しに行っているか分

からへんという話をお聞きするんですけど、これは市のほうで学校開放をやっている立場上どう

なんですかね。学校はバドミントンのコートは使ってないんだから、うちはライン引きませんよ

じゃなくて、学校開放をやっているという立場でどうなんです。これはやられたらどうですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 実際の学校開放につきましては、まず、使っていただくラインにつきましては引いていただい

ても構いませんが、原状回復していただきたいということで、全体の学校もそうなんですけど、

そういった状況でやらせていただいています。 

 春日の小学校につきましては確かにバドミントンのラインがないので、ラインを引いたままで

いいかどうかは学校のほうに確認したところ、学校のほうから許可を受けてラインだけは残して
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いる状況でございます。 

 また、今後、春日の小学校の体育館の床の工事等がありましたら、こちらからまたバドミント

ンのラインを一緒に引いていただくように要望したいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 そうすると、学校開放の立場としては、これまでどおり、春日については利用者の方にその都

度ラインを補修していただいていくということで、貸し出すときもその条件を言われたほうがい

いですよ。使われる方は、バドミントンに使えますといえばね、当然、設備が整っておると思っ

ているんですよ。これは学校の許可をもらっておるんで、勝手にテープを貼ってやってください

ねという話なのかというと、そうじゃないと思うんですけどね、他の学校ではバドミントンのコ

ートを使ってなくても、ちゃんとしたラインの塗装してあるところもありますよ。逆に、合併後

していただいたところもありますよ。春日の方が親切だからいいんですわという話でよければい

いんですけど、それでは、お貸しするときにその条件をちゃんと説明するようにしてください。

お願いいたします。そのように利用者の方には伝えておきますので。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございます。 

 他にございませんか。 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 屋外社会施設のほうでお聞きします。 

 今年、久しぶりに庄内川が増水いたしまして、８月１４日ですよね、こちらのほうに出てます

新川緑地グラウンドとかテニスコート、西枇のソフトボール場等、冠水いたしました。この復旧

が行われるまで使用はできんということなんですけど、スポーツ課のほうに当然問合せが来てい

ると思うんですけど、いつになったら開放できるのかということと、出水期とかいろんな問題が

あるんで、私、個人的には９月を過ぎてからのほうがいいわなと。また、台風でも来るといかん

でというふうにいろいろ思うんですけど、その辺のことをどのように考えてみえるのか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 庄内川の緑地については、今のところ都市計画課のほうで予算計上するというのを聞いており

ます。こちらのほうと調整をしながら、また利用者の方にはアナウンスしていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 そうすると、スポーツ課のほうでは利用者の方にまだ使えませんよとか、いつ頃、使えますよ

という問合せは来てないです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 まず、来ているんですが、とりあえず１０月の中旬までは使えないという案内はさせていただ

いています。まだ、具体的に、いつから使えるかというのが分からないもんですから、また分か

り次第、利用者の方に御案内させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 利用者の方ね、いろんなチームの方が使ってるんですけど、大会とか、予定を組んでみえる方

がみえて、１０月の中旬ぐらいから予定をしているんだけど、そこに間に合うんだろうかという

問合せも来ていると思うんです。これは相手チームもあることなんで、早急に返事してやらない

かんという話なんですけど、私が聞きましたのは、市のほうに問合せをしたら、議会がまだ承認

しとらんので予算が組めませんと、当然そうですわね。それで、最終日にやるっていうことなん

ですが、それから発注をかけるんで、それ待ちですという返事を当局から聞いたという話なんで

すが、それもそうなんでしょうけど、さっきも言いましたように、出水期に関して、例えば６月
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に増水してそれをすぐに復旧して、また増水したっていうことになりますんで、その辺のことっ

ていうのは、ある程度、市のほうで方針というか、何か決めてあるんじゃないですか。これから

もその都度復旧されるということ。例えば、６月議会に間に合えば７月にすぐ工事をやりますと

いうことになるんですか。その辺のことをお聞きしたい。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 スポーツ課の浅野でございます。 

 まず、予算なんですけれども、これはスポーツ課じゃなくて都市計画課のほうから予算を上げ

させていただきたいという話を聞いておりますので、都市計画課のほうといろいろ調整をしなが

ら進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 私が申し上げているのは、利用者に対しての説明の部分です。答弁をお願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤教育部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 利用者の御説明ということですけども、まず、流れは今、課長が申し上げたような状況でござ

いますので、どうしても冠水した状況が毎回毎回多分違うと思いますので、今回はテニスコート

も影響し、グラウンドも影響するということで、状況によりけりだと思うんですが、利用者の方

には、まずはとりあえず、どうやっても１０月末までは工事がもし仮に入れたとしても厳しいと

いう大前提の下にそういうアナウンスをさせていただいておりますので、今、直ちにいつから使

えるということは申し上げられないために、そういったアナウンスを市民の人にさせていただい

ております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 だから、議会が承認してないからじゃなくて、出水期であるから工事に入らないということも

１つの大きな要因だと思うんです。議会がもし通しても、工事が始まったらまたすぐ台風が来ち

ゃったとか、そういうことも起きるわけですよ。そうすると、やっぱり河川敷のつらさというか、

しょうがない。利用者にもその辺を理解していただいて、復旧はどうしても出水期が終わってか

らということも市のほうは考えるべきじゃないんですかということです。何も考えずに、議会さ

え通ればすぐ工事やりますんで、すぐ貸し出しますよという、利用者に対してそういう答えでは

おかしいんじゃないですかと、そのことを聞いているんです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 委員おっしゃるとおりだと思います。アナウンスについては丁寧にさせていただきます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 それで、河川敷の平常時の利用としては、親水事業を含めて大変有効価値があるということな

んですが、今回、２千万円ぐらいで復旧できるということなんですけど、私の記憶ですと、合併

してから１シーズンで最高６千５００万円、復旧にかかったときがあります。テニスコートを含

めて河川敷のグラウンドということで、どうしてもしょうがない部分があるんですけど、もしで

きれば、昨日もお話ししたんですけど、国のほうは温暖化の影響を受けて、今までに経験したこ

とがないような雨がこれから降るっていうのを想定した河川整備・強靱化を進めておるという方

針が出とるわけですよね。 

 そういった中で、東海豪雨後、川の浚渫等が進みまして、河川敷が水につかることは本当に減

りました。旧町時代ですと年に３回ぐらい水につかるのが当たり前のような状況もありました。

そういった中で、今後は雨がもっと降ってくるという話でしたら、市としては、屋外体育施設、

河川敷にだけ頼らずに、内部のほうにもこれから逃げていくというか、新たなことを考えていく

ということもそろそろ検討に入っていただかなかんのかなというふうに思いますが、その辺の検

討はされてますか。 
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建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 加藤部長。 

教育部長（加藤 秀樹君） 

 教育部長、加藤でございます。 

 私ども市内ではテニスコート、グラウンド、いろいろ河川敷のみならず多々あるわけです。や

はり需要と供給というところのバランスもあると思います。もちろん、あそこに替わった形で新

たに造れるといいんですが、なかなかそういった場所がすぐ見つかるということでもなく、もち

ろん造れるものは造りたいという思いは持っておりますが、計画的に、いつ、どこの場所でいう

ところまでは計画としては持っておりません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 伊藤委員。 

伊藤 嘉起委員 

 部長が言われるように、今、急にいつまでに造りましょうよ、そんな話にはならんと思います。

ただ、そろそろそういう検討に入ったらどうかなというのと、２１年ですか、春日が合併する折

に合併協の委員の中では、これは公式に文書に残したものではありませんが、意見の交換の中で、

春日町と合併できると新たな土地も生まれてくるんで、総合グラウンドぐらいできるといいなと

いうのも１つの話題にはなりました。 

 そういうこともあるので、河川敷が今まで以上の頻度で水につかるということを想定していた

だいて、春日町にグラウンドを造れとか、そういう話はないですよ。いいところがあれば、中で

上手に造っていただけるというのも、例えば、毎年３千万円、５千万円という費用が復旧にかか

るとなれば１０年で当然５億円とかいう話にもなるわけですので、また、ましてや利用者の方は

１か月、２か月と長期にわたって利用ができないという状況になるので、その辺を考えて、それ

はお金の要ることですから、言えば、簡単に造っちゃえという話なんだけど、そんなわけにもい

きませんけど、検討には入っていただきたいなと、このように思っておりますので、よろしくお

願いします。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 飛永委員。 

飛永 勝次委員 
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 体育施設費の清洲勤労福祉会館費のところです。財源に地方債が全体の予算のうちの３割くら

い入っております。この起債をした目的、財源としては充てたのは（２）の受水槽改修工事、エ

レベータ改修工事等に関わる委託料とか補償金、こちらに使ったということでよろしいですか。

上の内容が一般管理の先に支払うお金のことになっているので、こっちは多分一般財源になると

思うんですけど、８千６００万円の地方債は、設備の改修工事のために起債をしたという理解で

よろしいでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 浅野課長。 

スポーツ課長（浅野 英樹君） 

 そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、最後に、１００、１０１ページ。 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 山内です。 

 給食センター費についてお伺いします。 

 今週、前日夜に翌日の休校が決まったということがあるんですけれども、このとき給食の材料

というのは余ってしまったと思うんですが、それらの処理というのを教えてください。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 こちらにつきましては、センター調理に使用します物資につきましては、他校のほうへ少し多

めに振り分けることで対応をいたしました。 

 学校のほうに直送になる、まず牛乳のほうでございますが、牛乳につきましては冷蔵保存で消

費期限が概ね１０日ぐらいございますので、臨時休業した学校に予定どおり配送をしていただい
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て、学校の冷蔵庫で保管をしていただいて、翌日以降に使用という形を取りました。 

 また、同様の直送になる主食、御飯のほうでございますが、こちらのほうにつきましては、対

応を苦慮しました。最終的に残念ながら残菜という扱いをしまして、五条広域事務組合のほうに

回収していただいて、堆肥化に回させていただいたという状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 残菜が出てしまったということで、今後また新たな取組とか対策というのは、お考えあります

でしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 現在、どうしても前日の夜に決定されたりということになると、今のような対応が精いっぱい

かなというところがございます。ただ、物資納入業者には、そういう臨時休校が早めに分かれば

対応のしようが何かあるかもしれないということで、早めに分かることについては、すぐ物資の

納入業者のほうに調整を取っていただけるように日々お願いはしておるところでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 テレビで見たんですが、津市では、先日、３千食余りを廃棄したということがあったので、な

るべくこういうことのないようにお願いしたいのと、今、学校で感染者とか濃厚接触者に指定さ

れて欠席を余儀なくされている生徒、また自主的に、感染を恐れて出校してない生徒の給食費と

いうのはどうなっているんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 
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 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 委員のおっしゃる両方ともなんですけども、給食費の取扱いにつきましては、転出生ですとか

転入生、アレルギー疾患で給食を要しない児童生徒に対します減額の取扱いを特例的に準用をし

ております。現在、内容といたしましては、１か月あたりで給食を要しない日数によりまして、

段階的にそういった方たちは減額を行っておるということでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 ちょっと聞いたんですけど、今、給食の前に保護者の方が迎えに来て、給食が終わったらまた

送ってくるという感じでやってる子がいるって聞いたんですけど、そういうときも減額・減免と

いうのは適用されるんですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所、吉田です。 

 それは給食を食べる間だけ抜けるという方ということですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 給食のときマスクを取っちゃうんで、感染リスクが高いと保護者の方が判断して、給食の前に

迎えに行って、終わったらまた送ってくるというパターンです。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 そういった方につきましても、新型コロナウイルスに感染しないための給食を要しない場合と

いうことにはなるかと思います。あとは学校長の判断というところもございますが、そういった

形であれば、前もってそういったことを校長には話をしておるということで、事前に給食をカッ

トするという形で適用をさせていただいておるように思っております。 
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 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 もう１つすみません。 

 自主的に欠席する場合なんですけども、これは何日から何日まで休みますとか申請しないと減

免は難しいですか。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 コロナの特例で減額するケースにつきましては、今、委員のおっしゃられたケースにつきまし

ても、全て実際に給食を要しなかった日数で計算をしていただくように各学校のほうには話をし

ております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 山内委員。 

山内 徳彦委員 

 御配慮ありがとうございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ほかにございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 なければ、これで質疑を終わります。 

 採決に入ります。 

 認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定所管分について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、認定第１号 令和２年度清須市一般会計決算認定所管分については、認定すべきもの

と決しました。 

 ここで１時半まで休憩といたします。 

（ 時に午後 ０時００分 休憩 ） 

（ 時に午後 １時２７分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 皆さんおそろいですので、休憩前に引き続きまして委員会を再開いたします。 

 次に、議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案所管分について生をお

願いいたします。 

 吉野課長。 

学校教育課長（吉野 厚之君） 

 学校教育課長の吉野でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和３年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書の８ページ、９ページを御覧

ください。 

 教育部所管分について説明させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 上から４段目の欄で、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、６目教育費国庫補助金、補正額７

６０万円、１節小学校費補助金と２節中学校費補助金です。学校保健特別対策事業費補助金の新

規計上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １４、１５ページを御覧ください。 

 上から２段目の欄で、１０款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、補正額１千万円の増額、

１０節需用費と１３節使用料及び賃借料でございます。小学校管理費の西枇杷島小学校管理費か

ら春日小学校管理費までで、国庫補助金を活用し、新型コロナウイルス感染症予防対策のための

消耗品購入費や学校外での学習活動で移動時の密集を避けるため、バス増発費用でございます。 

 その下の段、３項中学校費、１目学校管理費、補正額５２０万円の増額、１０節需用費と１３

節使用料及び賃借料です。中学校管理費の西枇杷島中学校管理費から春日中学校管理費までで、
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小学校と同じく、国庫補助金を活用し、新型コロナウイルス感染症予防対策のための消耗品購入

費や学校外での学習活動で移動時の密集を避けるためのバス増発費用でございます。 

 令和３年度一般会計補正予算の所管分は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入りますが、歳入歳出関係なく、質疑のある方、挙手をお願いいたします。 

 ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 それでは、これで質疑を終わります。 

 議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案所管分について採決いたしま

す。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第４１号 令和３年度清須市一般会計補正予算（第６号）案所管分については、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、発議第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充

を求める意見書（案）を議題といたします。 

 提出者である白井委員、発言席に移動をお願いいたします。 

 本会議におきまして朗読説明をいただいておりますので、委員会での朗読は省略いたします。 

 ただいまから審議に入ります。 

 質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

 ございませんか。 

（ 「なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 
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 これで質疑を終わります。 

 白井委員、お疲れさまでした。自席のほうへお戻りください。 

 発議第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求め

る意見書（案）について採決いたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございます。 

 全員賛成でございます。 

 よって、発議第１号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡

充を求める意見書（案）については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、建設文教委員会に付託されました全議案の審議は終了いたします。 

 なお、従来どおり常任委員会の閉会中の継続審査の申出をすることに御異議ございませんでし

ょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 異議はございませんので、議長に閉会中の継続審査の申出書を提出いたします。 

 また、委員長報告につきましては、正・副委員長に御一任いただけますでしょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（冨田 雄二君） 

 ありがとうございます。 

 異議はございませんので、そのように決定いたします。 

 これをもちまして建設文教委員会を閉会いたします。 

 ２日間にわたり御審議お疲れさまでございました。 

（ 時に午後 １時３２分 閉会 ） 
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